
とよなか環境   2006 年（平成 18 年）3 月号 №14 (通巻 32 号) 

 

花と緑のネットワークとよなか   豊中産の米が給食に！ 

 昨年５月地域で採れたものを地域の人が食べようという「地産地消」の取り組みが「地元産青ねぎ」として学

校給食へ提供されたことは、ニュースレターでもお知らせした。その勇気ある取り組みは、浜在住の農家・光久

隆晴さんから始まった。しかし決められた大量に納入量のいるシステムでは、１軒では心もとない。そんな時に

無農薬でがんばっておられる仲間が一人加わった。蛍池西在住の農家・岸田興二さん。自然部会で活躍中の方で

ある。 

 ゼロから１もすごい事であるが、１から２もすごい。倍以上の力が蓄えられ、なにより少しでも納入時のリス

クを取り除くことができる。食材の種類も「青ねぎ」に｢チンゲン菜｣が加わり、今年は「菊菜」や｢玉ねぎ｣も出

荷できるよう栽培している。 

 なんとか、野菜だけでなくお米の提供を考えていただきたいと関係者と話し合いを重ねた結果、学校給食週間

（１月２４日から２６日）にあたる２５日、今度は地元のお米が初めて学校給食に登場した。わずか 1 日とはい

え、２万２千人分のお米は、１７５０kg。すべて豊中産ヒノヒカリ。「とよっぴー」を使ってできたお米もその

中に含まれる。地元のお米を使うのは１９８４年から始まった豊中市の米飯給食の歴史の中で初めてという。 

 そんな記念すべき１月２５日に、市の広報の取材に同行し、農事研究会の会長橋本忠男さんとともに、地元箕

輪小学校５年生の給食時間にお邪魔した。橋本さんは走井在住の農家で、３年前から「とよっぴー」を使ってお

米を作って下さっているが、実はもう何年も前から地元の小学５年生に自分の田んぼで田植え体験をさせておら

れる食農教育の元祖のような方である。 

 さて、まず校長室で市広報、大阪日々新聞、納入業者である J A 北部の広報の方と麻田 J A 支店長、橋本さ

ん、校長先生、給食センターの栄養士さん、そして農家岸田さんと筆者が集合。皆さんワクワクするような、な

ごやかな雰囲気で、「学校給食を見るのは、ホント４０年ぶりくらいですね」と岸田さんは興奮気味。 

 栄養士さんは「今日はお米を炊くのに緊張しました」 市広報の方は「こんなにも早くお米の循環が実現でき

てよかったですね」など…。 

 ５年生の教室にぞろぞろ入っていき、校長先生に紹介してもらった橋本さんが、｢食べている所ごめんね。耳

だけこっち向けてね｣と簡単に「とよっぴー」のことや豊中の田んぼの話をされ、「今日みんなの食べているご飯

は豊中のお米です」と説明。それから、教室の後ろに立っている私たちを子どもたちによくわかるように、それ

ぞれ紹介してくださった。橋本さんは、「今日のお米はふるさとの味、しっかり味わって食べて下さい」と締め

くくられた。  

 橋本さんのお話の途中にも、２杯目のご飯のお代わりをする子どもたちが数人いて、あっという間に食缶が空

っぽに。私がそばに座っている女の子に「給食センターの栄養士さんが、うまく炊けるか心配しておられた」と

そっと言うと「上手に炊けていますよ」「もちもちしている」「やわらかい」などと答えてくれた。 

 作物をだれがどこでどのように作り、どのようにして自分の食卓まできたのかという｢顔の見える関係｣は、ほ

っこりと温かい関係も築くようだ。教室中に漂うあたたかい空気で、胸が熱くなった。 

 今日をスタートに来年度も豊中産のお米を定期的に子どもたちに食べてもらえるようなしくみが出来ること

を期待しながら、足取り軽く学校を後にした。 （高島邦子） 

 



  

  



とよなか環境   2006 年（平成 18 年）6 月号 №15 (通巻 33 号) 

 

とよっぴーいもっ子倶楽部 花と緑のネットワークとよなか 

 ４月６日（木）豊中市緑と食品のリサイクルプラザ（原田中）において、とよっぴーいもっ子倶楽部のスター

トです。 

「いもっ子倶楽部」は小さな子ども達にジャガイモを植えてもらい、その収穫までを体験してもらおうという企

画です。「調理くずや食べ残しからできたとよっぴーが、堆肥としてまた食べ物の成長に役立つ」という「食の

循環」を直接知ってもらう良い機会になります。市営苗圃内の一画を環境教育のために一時期借用させてもらえ

たので、3 月末にトラクターを持ち込み、石ころだらけの土を、とよっぴー農園主の柳沢さんがトラクターの歯

車をガチャガチャいわせながら、何度か耕運し、畝を作り、やっと畑らしく仕上がったのです。 

 当日は、花と緑のネットワークのメンバーがとよっぴーをすき込んだ畑の畝に筋をつけ、種芋を準備する中、

リサイクルプラザに子ども達が集まってきました。子ども達とは今日を含めて３回の作業で、初回の今日は種芋

の植え付けです。６才までの子ども達１１人とその保護者８人、合わせて１９人が参加されました。 まず、リ

サイクルプラザの職員から施設の説明をしてもらい、熟成中のとよっぴーに触ってもらうと、その温かいことに

みんなびっくり！ 湯気まで立っているんですよ。熟成槽では最高７０～８０度に達するとのこと。約３カ月か

けて熟成が進みとよっぴーが完成します。そして、完成後は学校や農家、市民の団体や個人の方が植物を育てる

ために利用されているのです。 

 次に畑に移動して、柳沢さんからこれからの作業の説明を受けます。「ジャガイモはその起源はペルーともチ

リともいわれていますが、今では全世界に広まり、各地でなくてはならない大切な食料になっています」という

豆知識や植え方のコツにみんな真剣に聞き入っていました。そして畑にたてる名札作り。今日は２～４才の子ど

も達が中心で、まだ名前は書けないけれど、お母さんに名前をかいてもらったところへかわいい絵を思い思いに

描きました。 

 名札ができたら、いよいよ植え付けです。種芋をそれぞれにへこみ（芽）があるように 5 個に切り分けたもの

を、軽く穴を掘ってその中へ置いていきます。これはどちらが上向きなっても構わないので、子ども達がかわい

いスコップで掘った穴に、「それ！」と投げ込んでいきます。ちょっとずれたりするけれど、お母さんがうまい

具合に直してあげて、土をかければ植え付け完了です。子ども一人に付き６個の種芋を植え、そこに自分の名札

をたてました。自分で植えたジャガイモが夏には自分で収穫することができます。ちっちゃな手でスコップを握

り、一所懸命に植えたジャガイモです。たくさん実をつけてくれますように。 

 次回の作業は５月１１日(木)で、草抜きをする予定です。ジャガイモの成長の様子はアジェンダ２１のホーム

ページで随時掲載していきますので、皆さん是非ご覧になって下さいね。        （村瀬令子） 

 

「都市部における農と食育ワークショップ事業」を展開します 

 花と緑のネットワークは、学校給食の残渣と剪定枝からできた堆肥「とよっぴー」を活用した循環型社会推進

活動を行っています。 

 2006 年度の J T たばこ産業の NPO 青少年助成事業に応募したところ、全国１２８件の中から３４件に入り、

採択されました。『都市部における農と食育ワークショップ事業』というタイトルで、「市内の小中高校生と教育

関係者が一緒に野菜の植え付けや除草、収穫などの一連の農作業を体験しその感想を発表する」というものです。 

 今年は、この助成支援を受けて、食育フォーラムの開催や『とよっぴーキッズ倶楽部』の募集など、さらに、

パワーアップしていきたいと思います。子ども達と一緒に大地を耕しながら、心も耕していく感動のある事業を

“乞うご期待”。（高島邦子） 

 

 



  

 

  



とよなか環境   2006 年（平成 18 年）9 月号 №16 (通巻 34 号) 

 

たまねぎ収穫体験    花と緑のネットワーク 

 ６月２９日、今日は暑い中たくさんの子どもたちが、９時すぎから１１時３０分まで、順番に緑と食品のリサ

イクルプラザを訪れてくれました。 

 原田小学校４年生、まちづくり人権センター保育所の子どもたちは徒歩で、泉丘小学校４年生、蛍池保育所、

西丘保育所の子どもたちはそれぞれバスで、あわせて３１０人の子どもたちと先生方…。 

 まずプラザの施設を見学してもらい、プラザ横の畑で育てている作物を見てもらいました。畑では、今、じゃ

がいも、きゅうり、トマト、なす、とうもろこし、大豆、さつまいもが育っています。じゃがいもやトマトは知

っている子どもが多かったようですが、大豆はなかなかわからないようでした。でも、もうこれからはわかるね！ 

 そして、原田小学校４年生、蛍池保育所、西丘保育所、まちづくり人権センター保育所の子どもたちは、自分

たちの給食で使う玉ねぎを収穫しました。この玉ねぎは、箕面市萱野で昨年種を播いたものの、農園が３月末で

終了するというので、急きょ１１月に豊中へ引越したものです。 

 原田小学校の子どもたちは１人３個収穫して、１個はおうちへのお土産。あとの２個は給食（原田小学校は自

校給食）で使えるよう、学校へ帰ってから子どもたちが葉や根を落としたり手入れをして、早速翌日の給食に登

場しました。献立はチンジャオロースーと豆腐の澄まし汁で、玉ねぎがたくさん入っていたにもかかわらず、残

りはほとんどなかったそうです。 

 ちょうどその日に PTA のお母さん方の給食試食会も企画されていて、参加された方へこの玉ねぎの話もして

いただけたそうです。 

 保育所の子どもたちは１人１個ずつ収穫し、一部はスライスしてその日の給食に登場、残りは吊るして保存し、

後日カレーなどの食材に使われたとのことです。 

それにしても、玉ねぎって収穫まで１０カ月近くかかるのですね。そう思うと、今まで以上に、玉ねぎを食べる

時に愛情がわきそうです。（村瀬令子・高島邦子） 

 

 

老人会東部婦人部の呼びかけで堆肥化講習 

 堆肥化講習を定期的に行っているが、老人会東部婦人部の役員さんからの呼びかけで、各々の地域で講習会を

開催することになった。６月２４日(土)の千里老人センター（２８名）を皮切りに、7 月２１日(金)には千里南町

センター（１１名）、７月２２日(土)には千里の朝日プラザ（１８名）で出前講習会を行った。後で見学させても

らったが、一坪農園の方も参加されていた。それだけに質疑応答が活発だった。 

 先ず段ボール堆肥の実物を見て温度が熱くなっていたのに全員ビックリされた。魚の骨は１日でなくなるが、

鶏の骨はいつまでも残るとの説明に信じられないとのことであった。池田さんが魚の骨の絵を描いて、背骨も頭

もバラバラになるとの説明で納得の様子だった。 



 ハエの発生はメンバーの池田さんがノートを見せながら、配合数字をはじめ詳細報告と、まだ発生したことは

ないとの説明にうなずきがみられた。醗酵が完全管理状態で産卵が完全防止されればウジはわかないが、現実に

はウジの発生に悩まされる。対処法は生ごみの投入を止めて乾燥させる方式を勧めた。 

 またとよっぴーの肥効についての意見交換があったが、ネットワークの２０年３０年にわたる循環の考え方と、

園芸家としての現在の花をどう育てるかの立場の違いがあることが相互理解された。相互理解こそ市民活動のキ

ーポイントだと認識した次第である。（浅井正） 

 

  



とよなか環境   2006 年（平成 18 年）12 月号 №17 (通巻 35 号) 

 

食育フォーラム 地域から持続可能な社会づくり 

生きる力を育てる食をめざす！ 

「豊かで美しい環境と持続可能な地域社会を未来の子どもたちに届けたい」の思いを込めた食育フォーラムを、

９月２日午後すてっぷホールで開きました。 

 このフォーラムは、「ＪＴ青少年育成に関するＮＰＯ助成事業」の助成を受けて開催したものです。 

 参加者１１２人、盛会のうちにそれぞれの思いが伝わる集会になりました。 

 内藤正明先生は基調講演で次の点を強調。 

「生ごみ堆肥化の運動では山形県長井市が唯一の成功例で、豊中市で皆さんが取り組み始めたとき大変な苦労を

されていると聞いていました。今日このように、生ごみ堆肥化から食育へと繋がる循環の関係を作って、小さい

ながらもそれを成功させている姿を見てすばらしいと感じています。 

 今日の話のテーマは持続可能な社会と言うことですが、世界的な大量消費の社会が先々まで続くことはほとん

ど不可能だろうと解りながら、二酸化炭素が増える環境破壊をどうにもできなくなりつつあります。 

 技術的にはいろいろな試みもありますが、皆さんがやっているような小さな規模で、スモール・イズ・ビュー

ティフルの手作りに近い技術についての方向性が非常に大事だと思います。 

 市長さんもあいさつに来られましたが、こういう新しい技術を取り入れながら豊中市のトータルデザインが考

えられ、新しいライフスタイルと教育とが結びついた豊中市の政策が作られることを願っています」 

 その後パネルディスカッションでは、豊中市こども未来部保育課・加堂道子さん、原田学校給食センター栄養

士・中村民枝さん、農業経営者協議会研究部会長・橋本忠男さん、とよっぴー協力農家・岸田興次さん、原田小

ＰＴＡ施設委員長・田澤有子さん、が現場からの問題を提起し、コーディネーターＮＰＯアジェンダ２１の中村

義世さんにより話が進められました。 

 子どもたちが畑の作業に参加した体験発表もありました。そのようにして作られた野菜や米が実験的に給食の

材料として提供され、体験的な生きた食育が始められていること、そんな学校給食と結びついた地産地消が、子

どもたちにとってもすばらしい教育になっていることも、話し合われました。 

 フォーラムを通して学校給食の大事さを改めて痛感させられました。（奥野） 

 

 

さつま芋の収穫で笑顔いっぱい  

 秋晴れの気持ちよい陽気の中､１０月２１日(土)に｢ＪＴとよっぴｰキッズ倶楽部｣のさつま芋の収穫を行いまし

た。この事業はＪＴ（日本たばこ産業）が行っている｢ＪＴ青少年育成に関するＮＰＯ助成事業｣の助成をうけて



実施したもので、都会に住む子どもたちに野菜作りなどを体験させながら作物への感謝や学校給食への関心を育

んでいこうとする趣旨のものです｡ 

 ５月に募集した親子が、今回最終回のさつま芋の収穫までに 3 回の体験を経てくることができました。初回の

5 月２０日はさつま芋の植え付けと大豆の豆まき。２回目の 6 月１０日は畑の手入れ、草抜きをする地道な作業

です。３回目の７月２９日は枝豆の収穫。 

 そして、今回のさつま芋の収穫。３７人の小中学生とその父母が集まってくれました。スタッフは土の中で芋

が無事育っているのかどうか心配していましたが､普段の手入れを一生懸命したかいもあり、次々と大きな芋が

掘り出され、ホッと一安心。参加者の間からはあちこちで歓声が上がりました。ちょうど農園ではチンゲン菜も

育っていたので、その摘み取りもしてもらい、紙芝居鑑賞後、いよいよ試食タイム。その日掘り起こした芋をふ

かし芋にし、芋掘りで一一汗かいた参加者に食べてもらいました。たくさん用意しましたが、あっという間に売

り切れ！ 

 参加者からは｢植え方は簡単なようで、実はとても大事な作業なのだと思った｣や、｢枝豆がなっているところ

を初めて見た｣｢さつま芋は意外と深くて掘るのが大変でした｣などの感想が寄せられました。 

 雨の日も、真夏の暑い日もありましたが、収穫だけでなく、植え付けから始まった体験の中で｢こうやって作

物はできるんだな｣ということを知ってもらえたのではないでしょうか。みなさん、ありがとうございました。 

（村瀬令子） 

 



とよなか環境   2007 年（平成 19 年）3 月号 №18 (通巻 36 号) 

 

豊島西小学校じゃがいも・大根収穫体験 

 １２月１８日、豊島西小学校５年生３クラス７３名の皆さんが、緑と食品のリサイクルプラザの「とよっぴー

農園」で農作業の体験と、自然部会・岸田さん手作りの紙芝居の観賞をしました。 

 今日のメインのじゃがいもの収穫は、少し掘らなければならないので大変だったかもしれません。そしてすく

すくと育った冬大根の収穫。子どもたちはリュックに入れても頭が飛び出す太くて重い大根をどうやって持って

帰ろうか苦労しているようでした。学校までの道のりは大変だったと思います。お疲れ様でした。 

 昨年４月以降、のべ１６００名を超える子どもたちがこんなふうに「とよっぴー農園」で農作業を体験しまし

た！（瀬島・小村） 

 

 

とよっぴー生成過程での生物の働き 

 「とよっぴー」を安心して利用していただくため、花と緑のネットワークでは、この間、指定機関などで小松

菜による発芽テストや成分・重金属含有検査を定期的に実施し、有効性や安全性を確認しています。 

 利用者からも、作物栽培に際し「とよっぴー」は畑の保水力や弾力性を高めるとの評価を聞きますが、 

 これらの分析をさらに進め、龍谷大学環境ソリューション学科の石垣智基先生の協力のもと実施した実験では、

生ごみなど有機物資源の再資源化（堆肥化）システムにとって興味ある結果が現れています。 

 約３カ月かかる「とよっぴー」の発酵・熟成過程において、どのような微生物が働くのかを調べたところ、段

階ごとにそれに最も適した微生物による分解機能が作用していることが解りました。 

 具体的には製造第１段階（２～３週間）では蛋白質、アミノ酸、糖を分解する糸状菌・細菌（多種類のカビ菌

類、有機物の分解に寄与するカビについては腐熟過程で順次減少傾向を示すが、分解促進の役割を果す）によっ

て好気性分解（酸素が存在する下で発育する細菌による分解）が起こり、第２段階（約３カ月）では「とよっぴ

ー」堆積温度 60～80℃のもとでセルロース（植物の細胞壁及び繊維の主要成分）を分解する高温性好気性放線

菌（有機物の分解に寄与）が働き、最後の第３段階ではリグニン（セルロースを利用した後の不要副産物）の分

解期を迎え、それに適した微生物が活動することが判明しました。 

 また、５区分に分類した混合堆肥（「とよっぴー」と例えば油粕を９：１の割合で混合など）による栽培玉葱

の栄養成分（ミネラル）の含有を調べました。これは「とよっぴー」に対してどのような有機肥料が適している

か、あるいは合成肥料とはどうかなど、配合の割合も含め調べたところ、「とよっぴー」と油粕の混合による玉

葱が最もミネラル分（カリウムなど）が多く、とくに、「とよっぴー」の割合が高いほど、その傾向にあること

が判明しました。 



 なお、昨年末には「とよっぴー」の製造過程における温室効果ガス（メタンガスなど）の排出量の把握調査も

実施しており、豊中市緑と食品のリサイクルプラザ事業が地球温暖化防止のパイロット施設（試験的施設）とし

て役割を果しているかの確認作業も実施しました。（中村義世） 

 

食育フォーラム（２００６．９．２実施）の内容をまとめた冊子『都市部における農と食』を作成しました。基

調講演(京都大学名誉教授 内藤正明先生)をはじめ、“豊中の食育の今”がわかる充実した内容です。是非ご一読

ください。A 4 、５１ページ・１部３００円です。 

      ＜問合せ：とよなか市民環境会議アジェンダ２1 事務局 ℡０６－６８６３－８７９２＞ 
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いもっ子にまめっ子、かぼちゃっ子倶楽部 

 昨年は、いもっ子倶楽部オーナー制を導入し、ジャガイモの植え付けから草取り、追肥、観察、収穫と子ども

たちにとって貴重な経験と感動を与えた事業を展開しました。大変な好評だったことで本年度は更に作付け種類

を増やすこととなりました。 

 幸運にも「セブン-イレブンみどりの基金」の助成決定通知が届きました。助成金は８４５,２９０円です。昨

年度のＪＴに続いて連続助成の快挙です。 

 昨年は雑草に悩まされた畑も、今回の助成によって待望の管理機(耕運機の小さいもの)を早速購入しました。

除草・耕運・畝立てと大活躍の優れものです。 

名前は「ヤンマーふらみんご」管理機(写真参照)です。 

 本年のジャガイモ植え付けは３月２日に市内仏光幼稚園の園児たちによって１０キログラムの種芋１個を４

～５等分に切ったものを３０センチ間隔で植え付けました。 

 また、市広報誌で募集した親子の皆さんにも参加いただき、とよっぴーを入れた畑にスコップで穴を開け「早

く芽を出せ、大きくなーれ」と願いを込めて植えつけてもらいました。 

 ４月１３日は親子オーナーいもっ子倶楽部のジャガイモ畑観察会と、草取り、追肥作業とを体験してもらいま

した。「芽が出てだいぶ大きくなったね」親子で確認しながらの作業でした。最後に「早く大きなジャガイモに

なーれ」とジャガイモにあいさつをして作業を終了しました。６月２２日の収穫日を楽しみにして帰られました。 

 本年はいもっ子倶楽部に続き、まめっ子倶楽部、かぼちゃっ子倶楽部を結成しました。５月１日市内保育所の

子どもたちに植え付けしてもらう予定をしていましたが、またもメンバー内の雨女の登場、雨降り中止の憂き目。

しかし、５月２日は天気も回復し、原田小学校５年生９６名、校長先生ら６名の先生方とでかぼちゃ品種「小菊」

「えびす」「ほっこり」４２株植え付けました。また枝豆４２７本を植え付け、種２６０個も蒔きました。 

 花と緑のネットワークのメンバーから、「この場所は君たちが食べた給食に使った残菜と食べ残した物と街路

樹のチップで作ったとよっぴー堆肥で野菜を作る実験農園です。そして作った野菜はまた君たちの食材、つまり

食の循環をしています。今までごみとして燃やしていた物を地球環境を守るため有効利用しているんですよ」と

学習もしました。そして種まき、植え付けの説明を受けて子どもたちによる作業を終えました。 例年ですと収

穫は夏休み中になってしまうので今年は休み前に収穫すべく早生品種を採用しました。 

 追伸 5 月 14 日現在。ジャガイモ、かぼちゃも、枝豆も順調に生育しています。（柳沢俊治） 

  

 



 

限度いっぱい利用されている「とよっぴー」 

 花と緑のネットワークは、堆肥化施設「緑と食品のリサイクルプラザ」で生産された土壌改良材「とよっぴー」

の配布･啓発事業にかかわって６年目になりました。開所の２年目２００３年からは、生産量の一部を市民の方

へ有料で頒布することになり、年間わずか１７回１時間、施設敷地内で頒布しています。とよっぴーの配布と頒

布については、年間の製造量が限られているので、行政の関係部局と市民が入った「リサイクルプラザ推進連絡

会」で年間配布計画をたてて決めています。 

 昨年の配布実績は、合計１１５トンでした。そのうち無料配布は４６トンで配布先は市立幼稚園・小中学校・

保育所等の教育施設・市内農業者団体など地産地消の協力農家・花いっぱい運動・堆肥化講習関係です。 

 残りの有料頒布は、６９トンでイベント頒布も含めて延べ１４４６人の方に購入していただき、市民農園や家

庭菜園に利用され好評です。リピーターも多いですが、毎回新規の方も１０人以上来られています。 

 今年も「とよっぴー」に付加価値をたくさんつけて、教育関係や農業者と連携し、地産地消・食育学習を楽し

く展開していきたいと思っています。(高島邦子） 
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生活情報ひろば・とよっぴー野菜の頒布 

 生活情報センターくらしかんで、これまでマジカル広場として使用されていたスペースが「生活情報ひろば」

としてリニューアルオープンしました。 

 ７月６日（金）に講演会などのオープニングイベントが、７月７日（土）は野菜その他の食品を頒布するイベ

ントが開催されました。この生活情報ひろばは、『くらしかん登録グループ連絡会』が運営することとなり、市

民の手による広場づくりが展開されるわけです。アジェンダ 21 は登録グループとして協力し、野菜や竹炭の頒

布、自然工作教室などさまざまな形で参加していくことになります。 

 花と緑のネットワークとよなかでは、以前からイベント等で“とよっぴー”で育てた野菜を市民の皆さんに提

供する活動を続けています。“とよっぴー”を多く土に入れると有機質の肥えた土になるため、ほとんど化学肥

料を使わずに農作物を作ることができます。そうしてできた“とよっぴー野菜”はおいしいと評判で、市民のみ

なさんに安心・安全でおいしい野菜を定期的に提供できる場ができたことはとてもありがたいことです。今後も

くらしかん生活情報ひろばで、地元でできた安心・安全な野菜の提供を行う予定です。 

 まずは毎月第２水曜日に定例的に開催予定の地産地消のイベントで“とよっぴー野菜”を頒布します。ここで

当会が頒布を行う野菜は、長年農薬と化学肥料を一切使わずに有機農法を続けてこられている小曽根の光久隆晴

さんの農園他、豊中市内の農家で“とよっぴー”を使って育てていただいている野菜です。 

 農地の少なくなった豊中でがんばって農業をされている農家を応援し、豊中でできた野菜を豊中の市民に提供

する取組みを少しずつ広げていきたいと思います。そして都市部である豊中でも地産地消のシステム作りができ

ればと夢は広がります。（茨木かづ子） 

 

 

電動生ごみ処理機も堆肥化活動助成の対象にします 

発生抑制による二酸化炭素削減効果に期待 

 花と緑のネットワークとよなかでは、従来から家庭でコンポストやバケツを使用して生ごみを堆肥化されてい

る市民を対象に「堆肥化助成制度（最高３千円）」を「とよっぴー基金」を活用して実施しています。この制度

は堆肥化講習をセットにしながら「誰でもできる家庭での生ごみ堆肥化」の取り組みとして定着してきましたが、

市民からは電動装置についても要望が多く、この間、内部で電動装置をどうするか検討してきた結果、電動装置

（助成制度としては「生ごみ処理機」を対象）も助成制度の対象に加えることを決定しました。 

 電動装置は動力エネルギーを必要とすることから抵抗感がありました。しかし、地球温暖化問題がより深刻な

現在、生ごみを収集・焼却処理をする方法と、家庭において電動装置を活用して生ごみを処理（減量・堆肥化）

する方法を比較した場合、後者のほうが二酸化炭素の排出量が少ないことや、生ごみの排出を抑制するという、

ごみ問題の３Ｒの最も重要な観点と食品リサイクル法（発生抑制・減量・再生利用）の趣旨に立脚して助成制度

の拡充に踏み切るものです。 



 助成額は最高３千円であり、全国的に普及している電動堆肥装置に対する自治体の助成額に比べ僅かな金額で

す。これは市民組織（ＮＰＯ）の助成であること、堆肥化の仲間づくり（ネットワーク）を進めることが本意で

あり、低額に抑えたものです。 

 なお、制度の実施は概ね１０月を目途に考えています。（中村義世） 

 


